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介
護
保
険
料
に
関
す
る
質
問
主
意
書

介
護
保
険
法
は
第
一
条
の
目
的
で
「
国
民
の
共
同
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
介
護
保
険
制
度
を
設
け
」
と
う
た
い
、
第
四
条
第

二
項
で
「
国
民
は
、
共
同
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
を
公
平
に
負
担
す
る
も
の
と
す
る
」
と
規

定
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

保
険
料
の
未
納
、
滞
納
者
は
年
間
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
滞
納
額
は
ど
の
く
ら
い
に
上
る
の
か
、
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

二

保
険
料
の
未
納
、
滞
納
に
対
し
て
徴
収
金
の
督
促
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
督
促
に
応
じ
て
徴
収
で
き
た
額
は
年
間
ど
の

く
ら
い
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
督
促
に
応
じ
な
い
場
合
ど
の
よ
う
な
措
置
を
取
っ
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

第
二
百
条
は
保
険
料
徴
収
の
時
効
を
二
年
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
二
年
の
妥
当
性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

二
年
を
延
ば
す
考
え
は
な
い
か
、
答
弁
を
求
む
。

四

生
活
保
護
世
帯
は
介
護
保
険
料
を
普
通
徴
収
と
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
何
か
。
一
方
、
六
十
五
歳
以
上
の
第
一
号
被
保

険
者
は
保
険
料
が
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
「
国
民
の
共
同
連
帯
の
理
念
」
か
ら
、
生
活
保
護
世
帯
も
特
別
徴
収

す
べ
き
で
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



右
質
問
す
る
。

二


